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研究成果の概要（和文）：本研究課題では，商品アイテムの評価項目別スコアの自動スコアリングに基づくユー
ザ価値観類似度分析によるレビュー推薦システムの開発に取り組んだ。このようなレビュー推薦システムを実現
するため，我々は，自由記述によるレビュー情報から複数の評価項目に対する価値観を推定することにより，ア
イテムに対する総合的な評価が類似しているだけでなく，きめ細やかな評価が類似した価値観の共有可能なユー
ザを特定し，個々の利用者にとって効果的なレビュー情報や価値観にあったアイテム情報を提供する手法の実現
に向けて取り組んだ。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this project is to develop a review recommendation system 
based on the analysis of user similarity using an automatic scoring method for various aspects. To 
realize such a review recommendation system, we try to identify users who not only have similar 
overall evaluations of items but also share similar detailed evaluations and values by estimating 
values for various evaluation aspects from review information based on free descriptions. We 
consider that the implementation of our proposed method will make it possible to provide effective 
review information for each users.

研究分野：情報推薦

キーワード： 情報推薦　レビュー分析　評判分析　ユーザ間類似度　相違点可視化

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究課題では，自由記述によるレビュー情報から，複数評価軸に対する評価を推定し，価値観の共有可能なユ
ーザを特定するという点に注目して取り組んでおり，学術的意義は大きいと考える。また，目的や状況に応じて
有益となるレビュー情報の提示方法についても検討しており，消費者が意思決定の際にレビュー情報を参考にす
ることが多い時代に合った取り組みである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
総務省による平成 28年度版情報通信白書[1]および「GDPに現れない ICTの社会的厚生への
貢献に関する調査研究」[2]では，20 代から 60 代に対するアンケートにおいて，どの年代でも
60％以上がレビュー情報を参考にしていることが示されている．さらに，今後の口コミサービス
に期待するサービス・機能に関して調査したところ，どの世代でも「ほしい情報がもっと便利に
見つかる機能」の割合が多いことが示された[2]．企業もレビュー情報の重要性を認識し，レビ
ュー投稿者に対してインセンティブを与えることもあり，今後さらにレビュー情報の注目が高
くなることが考えられる． 
 
２．研究の目的 
近年，多くの消費者が商品の購入時や，レストランやホテルの決定時にインターネット上のレ
ビュー情報を参考にしている．しかし，レビュー情報は様々な利用者が個人の価値観に基づいて
投稿しており，利用者個人によって有用なレビュー情報もあれば，有用でない情報も存在する．
また，多様な利用者がそれぞれの目的や状況に応じてレビュー情報を活用するため，利用者によ
って適切なレビュー情報の粒度や提示方法が異なる． 
そこで，本研究では，自由記述によるレビュー情報から，複数評価項目に対する評価値を推定
することにより，アイテムに対する総合的な評価が類似しているだけでなく，きめ細やかなアイ
テムに対する評価が類似した価値観の共有可能なユーザを特定することを目指す．さらに，個々
の利用者にとって有益なレビュー情報の粒度や提示方法を明らかにすることで，利用者にとっ
て効果的なレビュー情報の推薦を目指す． 
 
３．研究の方法 
我々は，自然言語による記述と単一評価軸にして評価値を付与する形式の現状のレビュー情
報サイトに対して，以下のような学術的「問い」があると考えている． 
 アイテムレビューに対する複数評価項目の定量的スコアリングが可能か？ 
 アイテムの総合評価ではなく，価値観が類似するユーザの特定が可能か？ 
 個々のユーザにとって有益なUIを開発し，適宜提供することは可能か？ 
アイテムの評価が記述されるレビューは，自然言語にて記述されており，複数評価項目に対する
定量的スコアリングは困難である．また，従来のアイテム推薦では，共通アイテムの総合評価に
基づいて，類似ユーザ判定が行われており，きめ細やかな価値観の類似を判定することは困難で
ある．さらに，ユーザにとって有益と思われる多くの情報を取得できたとしても，実際にユーザ
が知りたい情報の粒度や提示方法は，そのユーザによって異なることが考えられる． 
 そこで，本研究課題では，以下の 3項目について研究開発を行う． 
(1) 複数評価項目に対する自動スコアリング方式の開発を行う．本項目では，レビュー情報に
含まれる各アイテムに対する特徴的な表現を抽出することにより，各アイテムの複数の評
価軸に対する評価値を推定し，各アイテムの特徴を容易に把握可能とする手法の開発を行
う． 

(2) 評価項目別スコアに基づくユーザ価値観類似度分析手法の開発を行う．本項目では，投稿
者が過去に投稿したレビュー情報から，利用者の価値観を推定し，価値観が共有可能とな
る類似ユーザを判定する手法の開発を行う．また，レビュー投稿サイトに登録されている
アイテムの数は膨大で，同一アイテムに対して過去に評価を行った投稿者の中から価値観
の共有可能なユーザを特典することは困難である．そこで，類似アイテムを適切な数のク
ラスタに分類し，効率的に価値観の共有可能なユーザの推定を行う． 

(3) 多様なユーザに対してカスタマイズ可能なレビュー情報提示手法の開発を行う．本項目で
は，利用者がレビュー情報を閲覧する目的および状況によって必要とする情報の粒度およ
び提示形式を明らかにし，個々の利用者が目的や状況に応じて効率的にレビュー情報を閲
覧できるよう，インタフェースの切り替えを動的に行う仕組みの実現を目指す． 

 
４．研究成果 
 インターネット上には様々な情報が存在するが，膨大な情報の中から，利用者が必要とする情
報にたどり着くことが困難となりつつある．特に，レビュー情報や動画共有サイトの情報は，利
用者の状況や嗜好といった個人の価値観が影響することから，個々の利用者にとって真に有用
となる情報を提供するためには，個々の利用者の価値観にあった情報を，利用者の求める形で提
供する必要がある．また，提供された情報の中から，利用者自身が必要とする情報を選択するた



め，提供された情報の全体像を直感的に把握
可能な形で提供することが望ましい．そこで，
株式会社アイスタイルより提供を受けたコ
スメアイテムに関する口コミおよび YouTube
上で公開された動画データを対象として，以
下の項目に関する研究開発を行った． 
 
(1) 複数評価軸に対する自動スコアリング
方式の開発では，アイテムの複数の評価軸に
対する評価値を推定し，各アイテムの特徴を
容易に把握可能とする手法の開発を目的と
している．本研究で対象としているコスメア
イテムは細かく分類されており，すべてのコ

スメアイテムに対応した自動スコアリングを行うためには，全コスメアイテム分類に対す
る評価表現辞書が必要である．そこで，評価表現辞書を効率的に構築することを目的とし
て，先に手動で構築した特定の 1 アイテムに対する評価表現辞書をベースとして，以下の
手順により，評価表現辞書の自動構築手法の開発に取り組んだ． 
① コスメレビューを形態素解析し，名詞の TF-IDF の上位単語を評価キーワード候
補とし，その中から評価キーワードを抽出 

② ①で抽出した評価キーワードが該当する評価項目を判定し，登録．その際，評価
キーワードを含む評価表現から，特徴後，程度後，否定の有無を登録 

③ 作成した評価表現に対して人手でスコアを付与 
 このように，TF-IDFにより評価キーワードを抽出することで，人手による手法と比べコ
ストの削減を行った．また，従来は一つの評価表現に対して一つの評価項目のみ登録して
いたが，一つの評価表現に，該当するだけ評価項目を登録することで効率的に辞書の登録
評価表現数を増やせるようになり，評価率向上に繋がった．この手法を用いて，既存の化粧
水の辞書に加えて，リップ，乳液，ファンデーション，チークの辞書を構築した(図 1)． 
 さらに，上記の手順②の効率化を目指し，コスメ向けに学習したWord2Vecを用いて，単
語間の類似度を算出し，評価キーワードが各評価表現に該当するか否かの判定を半自動的
に行った．評価項目と評価キーワードの類似度が高ければ，関連が高いと判断し，その評価
項目に振り分けることとした(表 1)． 
 なお，学習に用いるテキストコーパスを一般的なWikipediaの本文(2GB以上)を用いた場
合とコスメレビュー(2000件，10000件)を用いた場合で比較したところ，コスメレビューを
10000件用いた場合，コスメ特有の単語を取得することができ，各評価項目に対する評価キ
ーワードの振り分け精度は 67.2%となり，手動による評価表現辞書構築では未対応であっ
たコスメアイテム分類に対する自動スコアリングを実現した． 
 さらに，コスメアイテムだけでなく，インターネット上で公開される動画に対して評価
項目を設定し，複数の機械学習の手法を用いた評価項目別の自動スコアリングも実現した． 
 

(2) 評価項目別スコアに基づくユーザ価値観類似度分析手法の開発では，投稿者によるアイテ
ムの総合評価ではなく，複数の評価項目に対する評価傾向が類似している投稿者が価値観
の共有可能なユーザであると考え，評価項目別スコアを用いたユーザの価値観類似度を算
出する手法の開発に取り組んだ．ここでは，まず，オンラインモール利用時における価値観
に着目した．オンラインショッピングにおいて，販売店舗に関して商品の梱包やカスタマ
ーサービスの対応などに不満を持つユーザが一定数存在する．しかし，商品に対するレビ
ューは多数存在するが販売店舗に対するレビューの数が少なく，商品レビューのように自
動でスコアリングし，価値観を共有可能なユーザによる推薦を受けることは困難である．
そこで，本項目では，販売店舗特化型評価表現辞書を構築し，商品レビューから販売店舗の
評価を推定する手法の開発に取り組んだ(図 3)． 
辞書の構築には，新里らの研究[3]の店舗レビューで言及された 14種類の評価項目を参考
に，販売店舗の評価に適した「対応」「梱包」「発送」「品揃え」「情報」を選択した．ドラッ
グストアとギフトショップ各 4 店舗のレビューデータを用いて自動スコアリングを行った

図 1：評価表現辞書構築手法の効率化 

表 1：評価キーワードが属する評価項目の自

動判定 

図 2：各手法における評価項目と評価キーワー

ドの類似判定結果の比較 



ところ，すべての項目についてスコアリングを行
うことができることを確認した(図 4)． 
 

(3) 多様なユーザに対してカスタマイズ可能なレビュー情報提示手法の開発では，対象アイテ
ムの特徴と所持アイテムの特徴の相違点を可視化するインタフェースを開発した(図5，6)．
これまでの評価項目別スコアは購入者の主観が強く，あるユーザが評価項目別スコアを見
た上でコスメアイテムを購入し，実際に使用してみた結果，同じスコアだと感じるとは言
えないことから，ユーザが購入済みのアイテムと購入を検討しているアイテムの相違点を
可視化することで，購入時の不一致を軽減することを目指した． 
 提案システムと既存システムを用いて，10 代～50 代の 45 名による評価実験を行ったと
ころ，提案システムの使い方を理解して楽しさを感じ，また使いたいと思っている人が多
いという結果となった．また，45名中 38名が 5回以下，45名中 33名が 10分以下の検索
で目的とするアイテムを発見しており，多くの人がシステムの使用時間や探索のストレス
を感じていないことが分かった．さらにレビューサイトの利用頻度が高い人ほど提案シス
テムに対して高評価となった． 
本研究で得た知見をもとに，本研究期間終了後，自動的に構築した評価表現辞書の精度向上に
取り組み，他のレビュー情報サイトに展開することで，様々なアイテムに対して，ユーザが価値
観を共有可能なユーザを発見し，個々のユーザにとって真に有用なレビューおよびアイテムを
推薦する仕組みの実現を目指す．  
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図 3：店舗特化型評価表現辞書を用いた販売店舗

の自動スコアリング 

図 4：販売店舗に対する自動スコアリン

グ結果 

図 5：アイテム間の相違点可視化 

図 6：相違点可視化インタフェース 
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